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タイトル 

―副題― 

 

名前 

メールアドレス［※記載しなくてもよい］ 

 

キーワード： 東京大学大学院 人文社会系研究科 文学部 言語学研究室 

東京大学言語学論集 

 

要旨 

 

（なまえ 所属［※所属は記載しなくてもよい］） 

 

1 行あける。

1 行あける。

1 行あける。

1 行あける。

ここに要旨本文が入ります。 

要旨本文は、明朝、10.5 ポイント、左寄せとする。 
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